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蛇

ア需
ン  レこ二
卜 村

瑞 穂 町

瑞
穂
町
は
３
月
２３
日
と

３‐
日
、
景
観
モ
ニ
ュ
メ
ン

卜
の
設
置
事
業
と
し
て
、

狭
山
池
公
園
内
に

「
蛇
喰

福
島
っ
子
が
元
気
に
キ
ャ
ン
プ

に
わ
大
の
授
業
も

動
す
る

「
東
京
に
し
が
わ

大
学
六

酒
村
な
を
学
長
）

の
授
業

「
オ
ト
ナ
と

コ
ド

モ
の
か
く
れ
ん
ぼ
」
が
、

同

フ

ァ
ー

ム

で

行

わ

れ

た
。
当
日
は
降
雨
に
よ
り

室
内
で
の
実
施
と
な

っ
た

が
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ

ョ
ン

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
中

川
洋

一
さ
ん

（
３６
、
日
の

出
町
在
住
）
が
講
師
と
な

り
、
工
夫
を
凝
ら
し
た
ゲ

ー
ム
や
マ
ジ

ッ
ク
シ

ョ
ー

な
ど
、
子
ど
も
た
ち
と
大

人
た
ち
が

一
緒
に
遊
ん
で

交
流
し
た
＝
写
真
。

小
学
６
年
の
男
児
は
、

「
新
聞
紙
を
使

っ
た
ゲ
ー

ム
が
楽
し
か

っ
た
」
と
話

し
、
講
師
を
務
め
た
中
川

戸
時
代
の
話
と
し
て
残

っ

て
い
る
伝
説
で
、
池
で
水

浴
び
し
て
い
た
次
右
衛
門

に
蛇
が
噛
み
付
き
、
捕
ま

え
よ
う
と
し
た
と
こ
ろ
大

蛇
と
な
り
、
傷
口
か
ら
流

れ

出

た

血

で
池

が

染

ま

り
（
そ
の
水
の
流
れ
で
出

来
た
川
が

「
蛇
に
掘
ら
れ

た
川
」
、

「
蛇
掘
川
」
と

な
り
、
後
に

「
残
堀
川
」

と
な

っ
た
と
い
う
。

ま
た
、
「
村
山
土
佐
篭
」

は
平
安
時
代
後
期
か
ら
鎌

倉

。
室
町
時
代
に
か
け
て

武
蔵
国
を
中
心
に
勢
力
を

伸
ば
し
て
い
た
同
族
的
武

士
集
団
の
武
蔵
七
党
。
村

山
土
佐
守
は
、
中
世
豪
族

と
し
て
村
山
氏
最
後
の
人

物
と
言
わ
れ
て
い
る
。

狭
山
池
で
の
式
典
に
は

町
関
係
者
の
ほ
か
地
元
町

内
会
、
子
供
会
か
ら
町
民

が
参
加
。
テ
ー
プ
カ

ッ
ト

さ
ん
は
、

「
子
ど
も
た
ち

の
元
気
な
笑
顔
を
見
る
こ

と
が
で
き
て
、
私
た
ち
も

パ
ワ
ー
を
も
ら

っ
た
」
と

話
し
た
。

「
今
回
は
食
べ
物
の
大

切
さ
を
伝
え
る
を
テ
ー

マ

に
、
食
に
関
す
る
体
験
を

多
く
し
た
」
と
言
う
同
実

行
委
の
堀
内
村
長

（
４０
）

は
、

「
福
島
の
子
ど
も
た

ち
は
、
直
接
自
然
に
触
れ

る
こ
と
が
出
来
ず
、
目
に

見
え
な
い
放
射
能

へ
の
不

安
が
あ
る
。
そ
の
状
況
は

今
も
変
わ

っ
て
い
な
い
。

最
低

で

も

５

年

を

目

標

に
、
今
後
も
キ

ャ
ン
プ
を

継
続
し
て
い
く
」
と
話
し

て
い
た
。
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福
島
の
子
ど
も
た
ち
を

招
い
た

「
福
島

っ
こ
元
気

村

キ

ャ
ン
プ

ｉ

ｎ
西

多

摩
」
が
３
月
２８
日
～
４
月

３
日
ま
で
、
あ
き
る
野
市

戸
倉
の

「
五
日
市
協
同
村

ひ
だ
ま
リ
フ
ァ
ー
ム
」
を

拠
点
に
行
わ
れ
た
。

日
の
出
町
で
活
動
す
る

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
花
咲
き
村
」

と
、

一
般
財
団
法
人

「
み

ん
な
の
森
財
団
」

（
事
務

局
＝
千
代
田
区
）
が
昨
年

の
春
と
夏
に
開
催
し
、
３

回
目
と
な

っ
た
今
回
は
、

同
財
団
の
有
志
ら
で
立
ち

い
次
右
衛
門
」
、
同
町
殿

ヶ
谷
の
玉
林
寺
公
園
内
に

「
村
山
土
佐
守
」
像
を
建

立
。
両
日
、
同
地
で
像
の

除
幕
式
典
を
開
催
し
た
。

同
町
で
は
、

「
ま
ち

ヘ

設
置
さ
れ
た
蛇
喰
い
次
右

衛
門

（
写
真
上
）
と
村
山

土
佐
守
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト

上
げ
た

「
福
島

っ
子
元
気

村

キ

ャ
ン
プ

実

行

委

員

会
」

（
堀
内
拓
馬
村
長
）

が
主
催
し
た
。

キ

ャ
ン
プ
に
は
、
福
島

県
郡
山
市
や
福
島
市
か
ら

小
学
生
２６
人
が
参
加
。
同

フ
ァ
ー
ム
の
苗
民
家
に
宿

泊
し
な
が
ら
、
西
多
摩
で

の
自
然
体
験
や
催
し
を
楽

し
み
、
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
ス
タ

ッ
フ
、
さ
ま
ざ

ま
な
団
体
が
続
力
し
て
子

ど
も
た
ち
を
見
守

っ
た
。

３
月
３０
日
に
は
、
多
摩

地
域
を
キ

ャ
ン
パ
ス
に
活

の
愛
着
と
こ
こ
ろ
の
潤
い

づ
く
り
」
を
基
本
方
針
と

し
て
、
地
域
に
伝
わ
る
民

俗
や
伝
承
な
ど
を
題
材
に

し
た
景
観
モ

ニ
ュ
メ
ン
ト

の
設
置
を
進
め
て
い
る
。

ま
た
、
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
は

人
と
の
交
流
を
生
む
景
観

ス
ポ

ッ
ト
と
し
て
位
置
付

け
、
今
回
初
め
て
設
置
さ

れ
た
。

狭
山
池
公
園
に
設
置
さ

れ
た
「
蛇
喰
い
次
右
衛
門
」

は

、

当

時

の
狭

山

池

が

「
自
ノ
池
」
と
呼
ば
れ
て

い
た
約
３
５
０
年
前
の
江

あきる野などで

東
日
本
大
震
災
被
災
地

の
復
興
を
願
い
、
あ
き
る

野

市

雨

間

に
あ

る

寺

院

「
地
蔵
院
」
の
渡
邊
光
成

住
職

（
３９
）
が
代
表
を
務

め
る
若
手
僧
侶
を
中
心
と

し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

「
ス
ジ

ャ
ー
タ
プ

ロ
ジ

ェ

ク
ト
」
は
３
月
１０
～
１２
日
、

宮
城
県
気
仙
沼
で
の
３
回

忌
法
要
に
参
加
し
、
犠
牲

者
の
鎮
魂
や
炊
き
出
し
な

ど

の
支

援

活

動

を

行

っ

た
。１１

年
４
月
１
日
に
、
渡

邊
住
職
が
僧
侶
仲
間
ら
と

気
仙
沼
の
地
福
寺

へ
向
か

い
、
本
堂
復
旧
作
業
な
ど

の
支
援
を
し
た
こ
と
が
同

プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
の
き

っ
か

け
だ
と
い
う
。
こ
れ
ま
で
、

宮
城
や
福
島
県
の
被
災
地

を
定
期
的
に
訪
れ
、
物
資

の
搬
送
や
が
れ
き
撤
去
、

炊
き
出
し
の
提
供
、
墓
の

仮
修
復
、
犠
牲
者
の
鎮
魂

ほ
か
、
物
産
品
や
オ
リ
ジ

ナ
ル
グ

ッ
ズ
の
制
作

。
販

売
な
ど
、
関
係
各
団
体
と

連
携
し
な
が
ら
幅
広
い
支

援
活
動
を
続
け
て
い
る
。

１０
日
に
、
地
福
寺
で
営

ま
れ
た
３
回
忌
合
同
法
要

に
は
、
渡
遇
住
職
ら
僧
侶

７
人
と

一
般
の
ポ
ラ
ン
テ

イ
ア
‐７
人
も
参
加
し
、
法

要
の
ほ
か
、
焼
き
そ
ば
と

建
長
汁
の
炊
き
出
し
を
実

施
。
翌
１１
日
の
年
後
２
時

４６
分
に
は
、
南
三
陸
町
の

防
災
庁
舎
前
で
黙
祷
を
捧

げ
た
と
い
う
。

渡
邊
住
職
は
、

「
が
れ

き
の
徹
去
は
進
ん
で
い
る

が
、
震
災
当
加

ら

な

い
場

所

る
。
そ
れ
を
擁

て
い
る
現
地
（

を
思
う
と
、
白

で
き
る
の
か
＞

は
い
ら
れ
な

‐′、

同

プ

ロ
ジ

は
、
活
動
の
『

る
と
に
冊
子
″

こ
の
ほ
ど
２
Ш

し
、
１
万
部
を

「
活
動
を
続
碍

あ
り
が
た
い
″

く
の
人
々
が
”

れ
る
こ
と
。
相

な
く
て
も
で
一

あ
る
。
思
い
え

る
人
が
い
る
ア

て
い
く
こ
と
い

役
目
だ
と
思

い

と
渡
邊
住
職
。

今

後

も

活

し
、
物
産
展
ぶ

問
ツ
ア
ー
な
ぃ

て
い
く
と
い
ユ

ポ
ラ
ン
テ
ィ
）

参
加
希
望
者
主

集
し
て
い
る
。

い
合
わ
せ
は
［

―
ジ

今
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肺
婉
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

「歩

っ
歩
」
が
開
所

特
別
支
援
学
校

。
学
級

に
通
う
児
童
、
生
徒
を
対

象
に
、
放
課
後
等
デ
イ
サ

ー
ビ
ス
事
業
を
行
う

「
Ｆ

Ｕ
Ｓ
Ｓ
Ａ
地
域
福
祉
事
業

所
　
歩

っ
歩
（
ぽ

っ
ぽ
と

（
運
営
＝

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ワ

ー
カ
ー
ズ

コ
ー
プ
）
が
１

日
、
福
生
市
武
蔵
野
台
に

開
所
し
た
。

放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
は
、
学
校

（
幼
稚
園
、

大
学
を
除
く
）
に
就
学
し

て
い
る
障
害
児
に
対
し
、

放
課
後
や
夏
休
み
等
の
長

期
休
暇
中
に
、
社
会
性
な

ど
を
育
む
個
々
に
合

っ
た

活
覗
を
提
供
し
て
自
立
を

促
進
す
る
と
と
も
に
、
放

課
後
等
の
居
場
所
づ
く
り

を
推
進
す
る
も
の
。

同
法
人
組
合
員
の
出
資

金
の
ほ
か
、
地
域
の
保
護

者
ら
か
ら
の
協
賛
金
を
得

て
、
ビ
ル
の

一
室
に
開
設

さ
れ
た
。
同
施
設
に
は
、

元
特
別
支
援
学
級
教
員
や

ソ
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
な
ど

の
職
員
が
配
置
さ
れ
、
育

児
相
談
や
育
児
情
報
の
提

供
な
ど
も
行

っ
て
い
く
。

３
月
３‐
日
の
開
所
式
典

福生に

に
は
、
加
藤
奮

林
田
武
都
議
、

都
議
、
同
市
一

来
賓
合
わ
せ
一

席
。
市
内
３
一

。
学
童
ク
ラ
一

る
ワ
ー
カ
ー
ト

藤
田
徹
理
事
一

生
市
内
で
初
⌒

デ
イ
サ
ー
ビ
一

各
地
で
も
開
一

い
る
。

『
歩

箔
霞
留∇

応
接
ゾ
ン
グ
を
被
災
地
へ

代
表
児
童
４
人
が
訪
問

瑞
穂
町
立
瑞
穂
第
四
小
学
校

（
伊
藤
誠
治
校
長
、

児
童
数
６
０
４
人
）
の
児
童
４
人
は
３
月
９
日
、
同

校
教
員
、
保
護
者
、
福
生
青
年
会
議
所

（佐
藤
和
義

理
事
長
）
の
メ
ン
バ
ー
と
宮
城
県
塩
釜
市
、
南
三
陸

町
、
亘
理
町
を
視
察
。

２２
日
に
、
視
察
報
告
を
同
校

の
修
了
式
で
行

っ
た
＝
写
真
。

瑞穂四小と福生」C

同
校
３
年
生
以
上
の
ク

ラ
ス
委
員
２４
人
で
構
成
す

る
代
表
委
員
会
は
昨
年
５

月
、

「
自
分
達
で
で
き
る

被
災
地
支
援
」
を
計
画
。

‐

７
月
に
は
、
身
近
で
被
災

地
支
援
の
活
動
を
行

っ
て

い
る
福
生
Ｊ
Ｃ
か
ら
支
援

活
動
の
様
子
を
聴
く
会
が

開
か
れ
、
ψ
月
に
は
塩
釜

市
で
被
災
し
た
矢
部
亨
さ

ん
を
招
い
て
講
漠
会
を
行

っ
て
い
る
。

矢
部
さ
ん
の

「
被
災
地

を
忘
れ
な
い
で
ほ
し
い
」

と
の
思
い
は
子
ど
も
達
に

伝
わ
り
、
代
表
委
委
員
会

で

「
愛
情
の
押
し
売
り
に

な
ら
な
い
よ
う
瑞
穂
四
小

自
慢
の
歌
と
寄
せ
書
き
を

被
災
地
層
け
る
こ
と
」
が

決
ま

っ
た
。

視
察
地
や
応
援
歌
贈
呈

は
、
過
去
に
何
度
も
被
災

地
を
訪
れ
て
い
た
同
Ｊ
Ｃ

が
仲
介
し
、
確
実
な
送
り

先
と
現
場
の
安
全
性
を
確

保
。
２
月
２８
日
に
は
、
応

援

歌

「
ト

ゥ
モ

ロ
ー

」

「
心

の
中

に

き

ら

め

き

を
」
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
収
録
が
同

校
で
行
わ
れ
、
亘
理
町
立

長
瀞
小

（
鈴
木
千
代
子
校

長
）
に
属
け
る
こ
と
に
な

り
、
３
、
５
年
生
各
１
人

と
６
年
生
２
人
の
訪
間
と

な

っ
た
。

報
告
会
で
現
地
を
訪
間

し
た
児
童
は
、

「
復
興
は

ま
だ
全
然
進
ん
で
い
な
い

と
思
う
」

「
被
災
し
た
校

舎
が
取
り
壊
さ
れ
る
日
、

『
誰
も
最
後
を
見
学
す
る

子
は
い
な
か

っ
た
』
と
い

う
話
が
印
象
的
で
し
た
」

な
ど
、
現
地
で
撮
議
し
た

写
真
を
見
な
が
ら
感
想
を

語

っ
て
い
た
。

「
Ｄ
Ｖ
Ｄ
に
収
録
さ
れ

て
い
る
子
ど
も

の
表
情
は
菓
剣

そ
の
も
の
。
Ｊ

Ｃ
の
皆
さ
ん
の

繋
が
り
が
あ

っ

て
こ
そ
、
四
小

児
童
の
思
い
が

伝
え
ら
れ
た
。

現
地
に
行

っ
て

い
な
い
在
校
生

に
と

っ
て
も
次

の
支
援
を
考
え

る

貴

重

な

機

会

に

な

っ

た
」
と
、
伊
藤
校
長
は
話

し
て
い
た
。


